




ホーバスHC　いいバスケットをしたいです。勝ち
にはいきますが、若い選手など、いろいろな選手を
試したいです。それと、Window1から6まで少し
づつ良くなっているので、それを継続すること。戦
術は、ワールドカップで対戦するドイツ、フィンラ
ンド、オーストラリアに見せたくないこともあるの
で、どこまでやるかは難しいですね。
―“いいチーム”になるために必要なことは何で
しょう？
ホーバスHC　たくさんあるのですが、『コミュニ
ケーション』『信じること』『自分の役割をわかって
いるかどうか』『自信があるかどうか』。プレーに関
しては、早くフィットさせたいと思う反面、チーム
作りは慌てずにじっくりやるべきだとも思っていま
す。

―原修太選手（千葉ジェッツ）の招集理由を教
えてください。
ホーバスHC　原選手は2022ー23シーズン、千
葉のスターターとしてメインメンバーになり、多く
の経験をしました。オフェンスもうまくなっている
し、フィジカルも強い。2番ポジションは人数が多
いので競争は激しいですが、ドイツ相手に強いディ
フェンダーがいると良いなという思いから選びま
した。
―ジェイコブス晶選手も（NBAグローバルアカ
デミー）初選出です。
ホーバスHC　春にU1 9日本代表とU22日本代
表の練習試合を見たときに、彼は素晴らしかった。

負けはしたのですが、得点は20点台。3ポイント
シュートも7本打って4本決めていたと思います。
まだ若く、筋力面で弱さはあるけれど、身長もあっ
て手も長い。シュートタッチがよく、3ポイント
シュートが入るので、ストレッチ4として試してみ
たいと思っています。
―ヘッドコーチの目指すスタイルはキャプテン
の富樫勇樹選手（千葉ジェッツ）を筆頭に選手に
浸透していますか？
ホーバスHC　はい。富樫選手は、私の考えている
ことはだいたい分かっていると思います。
―東京オリンピックの女子日本代表キャプテン
であった髙田真希（デンソーアイリス）のような？
ホーバスHC　2人は似ていますね。普段はそんな
に話をするタイプではないけれど、例えば練習や
試合が終わってから、私が何か言うと、すごくいい
話をするんですよ、2人とも。ただ、選手たちのた
めに、チームのためにも、もっとリーダーシップを
とってもらいたい。そうしたらもっともっといい選
手になるよとは彼に言っています。
―さて、チャイニーズ・タイペイ戦ではどのよ
うなプレーを見せたいですか？
ホーバスHC　速いバスケット、きれいなバスケッ
ト、高い技術のバスケットを見せたいです。もちろ
ん、その自信もあります。

INTERVIEW HCインタビュー

―「FIBAワールドカップ2023」まで約2カ月。
6月25日から始まった合宿で主眼を置いているこ
とはありますか。
ホーバスHC　（取り組むことは）たくさんあります。
とにかく、いいチームを作りたいと思っていて、み
んなが同じ目標を持って練習をすること。チーム
のスタンダードを上げたいと思っています。
　そして国際強化試合ではチャイニーズ・タイペ
イに勝ち、次の合宿へと入りたいと考えています。
（合宿や試合をしながら）ステップアップしていき
たいですね。
―チャイニーズ・タイペイ戦での目的や試して
みたいことなどはありますか？
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合宿に入り、積極的に選手へ声をかけるホーバスHC

現在の目標は
「チームのスタンダードを上げたい」

原修太は強いディフェンダー、
ジェイコブス晶はストレッチ4に期待

ワールドカップに向けて、
“いいチーム”に
仕上げていきたい
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に向けた
男子日本代表の強化合宿がスタート。
8月25日の開幕に向けていよいよ最終調整が進められていく。
現在の男子日本代表の状況を見るために早速7月8日・9日には
チャイニーズ・タイペイとの強化試合が設定された。
ホーバスHCに「バスケットボール男子日本代表 
国際強化試合2023 静岡大会」に
臨むチームの状況、そして、強化試合での目的を聞いた。

男子日本代表ヘッドコーチ

トム・ホーバス
Tom HOVASSE

とむ・ほーばす：1967年 1月31日生まれ／アメリカ・コロラド州出
身／ペンシルベニア州立大学出身／大学卒業後はポルトガルリー
グを経て、1990年にトヨタ自動車へ入団。日本リーグで通算5度
の得点など活躍し2001年に引退した。2010年、JX-ENEOS
サンフラワーズのコーチに就くと、2017年には女子日本代表ヘッ
ドコーチに就任。2021年の東京オリンピックでは史上初の準優勝
へと導いた。2021年9月に男子日本代表ヘッドコーチ就任。





馬場　これから世界の選手を相手にしていく中で、
必要なスキルだったり、こういう言い方をしていい
のかはわからないですが、僕自身がバスケットボー
ルのスキルの中で逃げてきた部分に相対しました。
―逃げてきたというのは。
馬場　どうしてもスピードに任せるというか、突っ
込んでいくようなプレーがあったのですが、そこで
の状況判断。止まって判断するだったり、左手のス
キルの上達だったりに取り組んできました。そう
いった意味では、練習してきたことが披露できるか
なと思うとゲームが楽しみです。

―ワールドカップの 1次ラウンドの組み合わせ
についても感想を教えてください。
馬場　僕自身、悪くないかなと思っています。今
まで世界大会となると面を食らっていたところが
チームとしても個人としてもあったと思っていて、
その時点で追っている状況ではありました。フィ
ンランドは僕自身は対戦したことないですが沖縄
で試合がありました。ドイツとは対戦したことがあ
りますし、オーストラリアは、僕が実際にオースト
ラリアのリーグでプレーしていたので、たくさんの
選手も知っています。雰囲気、チームが放つオーラ
というのを分かっているということは、準備がしや
すいのではないかと思っています。
―マッチアップしたい選手は？
馬場　NBAの選手で同じポジションの選手とは
したいですね。やっぱりその選手たちと戦って初

めて自分が今どのような状況なのかを評価できる
と思うので。
―自身、2度目のワールドカップになりますね。
馬場　 1回目はすごく悔しくて。自分の現在地とい
うものを思い知らされた大会だったので、そこから
どう変わったのか。自信も少しずつついてはきて
いますし、今回のワールドカップを通して自分が今
後どうなっていくかが分わる大会だとも思ってい
ます。『これで充分か？』という不安と『やってきた
ことを表現したい』という思いが同じようにありま
す。不安はどれだけやってもずっとある気がする
ので、そのとき自分がどう感じるかに任せていきた
いですね。
―「バスケットボール男子日本代表 国際強化試
合2023 静岡大会」は久しぶりに日本でのプレー
です。
馬場　日本のファンのみなさまの前でプレーする
ことが僕自身は多くはないので、とても楽しみです。
直接応援されることってすごいことなので、それを
全身で楽しめたら。それと、（ワールドカップに向
けて）常に貪欲に良いバスケットボールをしたいと
いう強い意志があるので、そういったことをプレー
で表現していきたいです。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―アメリカから帰国して約3カ月、コンディショ
ンはいかがでしょうか？
馬場　すごくいいです。日本に帰ってすぐにトム
さん（ホーバスヘッドコーチ）とワークアウトを始
めましたが、Gリーグの経験を踏まえて、いろいろ
とフィジカル面も変えないといけないと思いなが
ら取り組みました。始めてまったく休まずに（代表
活動に向けて）動いた期間でした。Gリーグの結果
がチームとしてもあんまりよいものではなかった
ので、ずっとワールドカップを考えていたというか、
休んでる暇はないなと思っていました。
―ホーバスヘッドコーチとのワークアウトはど
のようなものだったのでしょう？
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馬場はワールドカップへの思いも語ってくれた

ホーバスHCと個別に
ワークアウトを実施

面食らうことなく戦えるので
ワールドカップの組み合わせは悪くない

久しぶりの
日本のファンの前での
プレーを全身全霊で
楽しみたい
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に向けた
男子日本代表の強化合宿がスタート。
8月25日の開幕に向けていよいよ最終調整が進められていく。
NBAでのプレーを目指してアメリカでプレーする馬場雄大は、
久しぶりに日本のファンでのプレーを楽しみにしているようだ。
「バスケットボール男子日本代表 
国際強化試合2023 静岡大会」に臨む
馬場雄大の意気込みを聞いた。

馬場雄大
Yudai BABA

ばば・ゆうだい：1995年 1 1月7日生まれ／ 195cm・90kg／シュー
ティングガード／富山県出身／筑波大学出身／フリーエージェント
／筑波大3年時にA代表デビューを果たし、同4年時にアルバルク
東京と契約。2017－18シーズンに新人王に輝くと、翌シーズンに
はチャンピオンシップMVPの活躍で優勝に貢献した。2019年6
月に渡米し、NBAマーベリックスのサマーリーグに参加。その後
はNBA下部のGリーグと豪州でプレーし、今季はテキサス・レジェ
ンズに所属した。東京オリンピック代表、FIBAワールドカップ
2023日本代表候補。
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―トム・ホーバスヘッドコーチのバスケットボー
ルの印象を教えてください。自分にどんな点が
マッチしていると思いますか。
富永　トムさんのバスケは速いテンポでバスケッ
トボールをして、トランジションからの3Pシュート
を打つこと。スピーディーな展開は日本には向い
ていて、自分には合っているバスケだと思います。
自分の前が空いているのなら、ディープスリーもど
んどん打っていいよと言われています。トムさん
のバスケはチームでやるバスケで、みんながファー
ストオプションだと言われているので、どんな状況
でも空いているのであれば、3Pシュートを打って
いきたいです。
―ホーバスHCから求められていることは？
富永　トムさんには、自分の役割をこなすことが
大事という話は毎回されています。なので、自分の
役割である3Pシュートを打つことを意識してやっ
ています。また、ディフェンスはエネルギーを持っ
てやってほしいと言われています。
―FIBAワールドカップ2023の開幕まで約２
カ月となりました。最終ロスターに残るために、ど
のようにアピールしていきますか。
富永　今はトライアウト中なので、自分の武器で
ある3Pシュートをアピールしつつ、若手らしく、エ
ネルギーあふれるプレーをやっていくだけだと思っ
ています。
―初めてのワールドカップで楽しみにしている
ことは何ですか。
富永　ワールドカップは世界の強豪国が集まる世
界トップレベルの大会。本当に大きな大会という
イメージがあります。今はいろんな国にNBA選手

がいるので、NBA選手と同じコートに立って、自分
がどれだけ通用するのかを試してみたい。本当に
楽しみです。
―予選グループの組み合わせが決まりました。
その印象を教えてください。対戦したい国、マッ
チアップしたい選手はいますか。
富永　ワールドカップなのでどこと対戦しても厳
しい中、どこのチームもNBA選手がいてレベルの
高い相手だと思います。特別やりたいチームや、
マッチアップしたい相手というのは特別いなくて、
自分がやれることをやるだけですね。
―ワールドカップでは多くのスカウトが注目し
ます。どんなプレーを見せてアピールしたいです
か。
富永　若いのでエネルギーあふれるプレーを見て
ほしいですね。僕の場合はワールドカップでもそ
うですし、ネブラスカ大学でもそうですし、強化試
合でもそうですけど、どんなところでもアピールに
なると思っているので、ワールドカップに限らず、
どんな試合でも自分をアピールしていきたいです。
―東京2020オリンピックを経験しましたが、
改めて日本代表としてプレーすることをどう思い
ますか。
富永　日本代表として日の丸を背負っているとい
うことは意識しています。日本中のたくさんのバス
ケ選手たちが日本代表になりたいと思っている中
で、その代表としてやっているのでプライドを持っ
て戦いたいです。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―ネブラスカ大学の２年目は様々な面でステッ
プアップしました。大学２年目を振り返っていた
だけますか。特に成長したことを教えてください。
富永　アメリカの選手は手足の長さやフィジカル
の強さがあるので、その中で自分の武器である3P

シュートで勝負ができたので、一段階も二段階も
ステップアップできたと思います。特に2年目の昨
シーズンは、終盤あたりから自分がファーストオプ
ションとしてチームが動いてくれたので、自分に勝
負を任せてくれたことがうれしかったです。自分
がやらなきゃいけないという責任感も強くなりま
した。
―NBAドラフトにアーリーエントリーをして、
インディアナ・ペイサーズのトライアウトを受け
ました。自身のためになったこと、刺激になったこ
とを教えてください。
富永　トライアウトを受けたのはペイサーズだけ
でしたが、レベルの高い選手と素晴らしい環境で
やり合えたことはいい経験になりました。シュート
であれば自分も通用しないことはない、と知ること
ができましたし、NBAのレベルを知ることができ
たのは良かったです。
―ペイサーズのトライアウトを受けて課題とし
て見えたことは何ですか。
富永　アシストやプレーメイキングをすることだっ
たり、体の強さをもう一段階上げていけば、また
違った世界が見えてくると思います。そういうこと
がわかっただけでもワークアウトを受けて良かっ
たです。そのうえで、どっちでやったほうが自分の
ためになるのかをコーチと考えた結果、もう1年大
学に残ることにしました。
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自分がファーストオプションになって
責任感が出た大学2年目

日本の観客の前で試合するのは高校以来
若いのでエネルギーあふれるプレーを

日本代表として
日の丸を背負っている
ことは意識しています
「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」に向けた
男子日本代表の強化合宿がスタート。
8月25日の開幕に向けていよいよ最終調整が進められていく。
NCAAの強豪、ネブラスカ大の主力選手に成長した富永啓生は、
アメリカでステップアップしたプレーを日本で披露することを楽しみにしている。
「バスケットボール男子日本代表 国際強化試合2023 静岡大会」に臨む
富永啓生の意気込みを聞いた。

富永啓生
Keisei TOMINAGA

とみなが・けいせい：2001年2月1日生／ 188cm・80kg／シュー
ティングガード／愛知県出身／桜丘高出身／ネブラスカ大所属／
桜丘高3年時にウインターカップ得点王とベスト5の活躍を見せア
メリカ留学。レンジャー大を経てNCAA1部のネブラスカ大に編
入すると、3Pシュートを武器に躍動し「和製ステフィン・カリー」
と話題に。2023年にはNBAペイサーズのワークアウトにも参加
した。2022年7月オーストラリア戦でA代表デビュー。
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Road to Paris2024～パリオリンピック出場への道程
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ホーバスHCは就任当初からFIBAワールドカップ2023でアジ
ア1位になることを目指してきた
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パリオリンピックに続く
FIBAワールドカップ2023
「目標はアジア1位で
五輪出場権獲得」
　トム・ホーバスが男子代表のヘッドコーチ（以下
HC）に就任した2021年の秋から、指揮官が掲げ
る目標は一貫していた。
「FIBAワールドカップ2023でアジア 1位の成績
を収めてパリオリンピックに出場すること」
　前途ある目標に向かってスタートを切ったホー
バスジャパンだが、順風満帆な船出だったわけで
はない。FIBAワールドカップ2023アジア地区 1

次予選Window1の中国戦では、ホーバスHCが
掲げるスタイルを表現することができず中国に2

連敗。内容的にも完敗だった。
　そこからは、指揮官と選手たちが信頼関係を
重ねていく旅が始まる。3Pシュートが打てる選
手やスピードある選手、ディフェンスで体を張れ
る選手を強化合宿に招集しては、ホーバスHCが
目指すバスケを体現できる選手選考がスタート。
Window2ではオーストラリアには敗れたものの、
キャプテンの富樫勇樹を中心にチャイニーズ・タ
イペイに競り勝ったところから、“ホーバスバスケ”
の真髄が選手たちに浸透してきた。
　2022年夏にはNBAで活躍する渡邊雄太、
NBA Gリーグやオーストラリアリーグでの経験
がある馬場雄大、NCAAのネブラスカ大学で活躍
する富永啓生が加わり、インドネシアで開催され
たFIBAアジアカップ2022に参戦。イランには敗

れるもののカザフスタンには完勝し、強敵オースト
ラリアにも手応えをつかむ。また同年7月と8月に
開催されたFIBAワールドカップ2023アジア地区
1次予選のWindow3とWindow4を経て、確実
に目指す方向性が定まってきた。
　この夏に浮上したのが、ディベロップメント
キャンプから引き上げられた司令塔の河村勇輝
だ。ホーバスHCが目指す速い展開を作ることに
長け、ディフェンスでも果敢にスティールを狙う。
課題とされていたシュートも積極的に狙うように
なり、一気に主力へと浮上する。FIBAアジアカッ
プ2022ではアンダーカテゴリー代表（U16、U18

代表）からともにプレーしている富永啓生との息も
合っていた。
　また、新たな顔ぶれも台頭した。30歳を超え
て代表に初選出された須田侑太郎や2メートルの
サイズを持つ井上宗一郎らシューター陣や、フィ
ジカルの強いディフェンスでアピールした吉井裕
鷹が成長。ホーバスバスケを理解した選手たちに
よって、選手層が格段に厚くなっていった。そし
て、予選の最後となるWindow6では宿敵イラン
に圧勝。ここで躍動したのが、帰化選手として初招
集されたジョシュ・ホーキンソンだ。得点やリバウ
ンドで仕事をこなし、パスの起点にもなれるホーキ
ンソンは、ホーバスバスケの戦術にピタリと当ては
まった。また、怪我から復帰したセンターの渡邉飛

勇がリバウンドで躍動。ホーキンソンと渡邉飛勇
の台頭は、日本の課題である高さの面でも心強い
存在となった。さらには、当時東海大学2年生だっ
た金近簾が持ち前のシュート力をいかんなく発揮。
6本の3ポイントを決めてシンデレラボーイのよう
な活躍で、鮮烈な代表デビュー戦を飾っている。
　ホーバスジャパンが結成されて 1年半以上が過
ぎた今、選手たちはホーバスHCのバスケをこのよ
うに表現する。
「トムさんのバスケは各自の役割が決まっていて
やることが明確」「サイズがない日本はスピードと
オールコートのディフェンスで勝負」「空いたら3P

シュートを果敢に打つ」「確率のいい3Pシュートを
打つためにボールムーブをしてペイントアタック
をする」―と、選手たちはホーバスバスケを表現
するために、さらなる共通理解を深めているところ
だ。
　FIBAワールドカップ2023の組み合わせを受
けてホーバスHCは「厳しいグループに入ったけれ
どチャレンジあるのみ。まずはドイツ戦に向けて
最大の準備をする」と初戦の相手にフォーカスし
ている。目指すは、FIBAワールドカップ2023で
アジア 1位になってパリオリンピックの出場権を獲
得すること。就任当時からのブレない目標を掲げ、
ハードワークをする選手たちとともに、飽くなき
チャレンジを続けていく。

COLUMN コラム  ホーバスバスケの浸透がパリへの道を切り拓く

FIBAワールドカップ
2023

（32チーム出場） アジア1位
※オセアニア地区を除く

パリオリンピック
（12チーム出場）

OQT（世界最終予選）
アジア2位以下 4チームのみ五輪出場
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ホーバスHCが男子日本代表に導入した戦術を実際にプレーする選手が解説

選手のコメントから解析
『ホーバスバスケとは？』
　トム・ホーバスが男子日本代表ヘッドコーチに就任したのが2021年秋。
同年 1 1月末の「FIBAバスケットボールワールドカップ2023」アジア地
区 1次予選Window1では、中国に2連敗して完敗からのスタートだった。
当時のことをホーバスヘッドコーチ（以下HC）は「あの頃はチームのルー
ルも徹底できていないし、僕がどんなバスケをするのか選手も理解してい
ないし、僕自身も信頼関係を一から作っていく時期だった」と振り返る。
　そして、2022年夏のアジアカップや国際強化試合を経て、予選のラス
トとなるWindow6を終える頃には「相手は日本の3Pシュートを警戒す
るようになり、日本の3ポイントは怖いと思うようになってくれた」（ホーバ
スHC）と確かな手応えをつかむようになるのだ。
　選手たちが語る『ホーバスバスケ』とは。

　選手たちにホーバスバスケの共通理解が深まってきた今、国際強化試合をこなしながら、課題を絞り出してさらに磨きをかけていく時期に入った。
スピードと3Pシュート、プレッシャーディフェンス、そして信頼関係を積み重ねながら、チーム作りは大詰めを迎えていく。

COLUMN コラム  FIBAワールドカップ2023に導いたホーバス戦術を紐解く

「世界のバスケットボールは徐々に変
わってきていて、日本が世界で勝つた
めには、今日本が挑戦しているようなス
ピードと3Pシュートを重視したバスケ
をしなければいけないと思います。特
に日本はサイズがないので、3Pシュー
トが重要になってきます。3Pシュート
が当たったときは日本の強さがとても
出てくることを、ワールドカップ予選を
通じて実感しました。また、トムさんは
日本が目指すバスケに合った選手を選
考しているので、その点でもやりたいこ
とはハッキリしていると思います」

富樫 勇樹

「『すごく面白いバスケだな』というのが
最初に思った感想です。世界と戦うに
はフルコートを使ってスピードで勝負
しなければならないですし、そこで3P
シュートを確率よく決めて、常に高いパ
フォーマンスを発揮できれば、世界に
対抗できる可能性が出てきます。自分
自身は3Pシュートという役割が与えら
れていて、すごく明確なのでやりすいで
す。またトムさんは、いい悪いがハッキ
リしているので、思い切りよくできるの
で迷いがないんです。自分らしさを出
しやすいと言いますか、僕としては合っ
ています。やっていて、よりアグレッシ
ブになれるし、楽しいバスケです」

須田 侑太郎

「トムさんは、やりたいことも、言うこと
も、すごくハッキリしています。各選手
が役割を与えられているのですが、極
端に言ったら、各選手がやっていいこと
と、悪いことが決められています。でも
それは、各選手がスペシャルなところを
持っているという意味なので、そのスペ
シャルなことに自信を持たせてくれる
コーチだと思います。また、ものすごく
エネルギーがある人です。コーチの一
声によって、一瞬で空気を変えられる
人って多くないと思いますが、彼はその
一人だなと思います」

馬場 雄大

「今の日本の戦術はNBAに近いバスケット
ボールをやっています。極力ミッドレンジ
のシュートは捨てて、ペイント内のシュー
トと3Pシュートを多くする形です。NBA
でもやっているスタイルなので、僕自身は
違和感なくやれています。その中でも特に
3Pシュートの試投数を増やしていく戦術
で、いかに高確率で3Pシュートを決める
かが大事になってきます。また、日本が3P
シュートを打つためには、相手のオフェン
スをしっかり止め切って、リバウンドを取っ
てからどれだけオフェンスのテンポを上
げられるかというのもテーマです。日本の
ペースに持ってくためには、ディフェンス
にプレッシャーをかけて、相手のペースを
上げさせることが重要になってきます」

渡邊 雄太

「トムさんのバスケは身長に関係なく、
全員が役割を持ち、空いたら迷わずに
シュートを打ち、チームで攻めて、チー
ムで守るバスケットボール。そのアイ
デンティティーとなるのは速さの部分。
そこは自分の特長でもあるし、スピード
を思い切り出して勝負できるので、自分
的にはとてもマッチしています。自分の
持ち味であるスピードを引き出すには、
ディフェンスでエネルギーを出すこと
が必要。ガードがディフェンスでプレッ
シャーをかけることで流れが出てくる
と思います」

河村 勇輝

「トムさんのバスケットボールは、日本
の強みであるスピードを武器にして、頭
を使いながら予測をして動くスタイル。
今までこんなに頭を使ってバスケをし
たことがないくらい、考えながら動きま
す。一人ひとりの役割が決められてい
たとしても、結局はディフェンスに対応
されたら自分で判断しなければならな
いので、そこの部分は練習から突き詰
めてやっています。トムさんが求める
頭を使って動くことは、世界と戦うなら
ば当たり前のことだと思っています。そ
うしなければ、日本は縦のサイズも横幅
もある世界の強豪とは戦えません。今
までやってきた中でもいちばん勝てる
スタイルだと信じています」

比江島 慎





JAPAN 日本代表（AKATSUKI JAPAN）
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富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

ジョシュ・ホーキンソン（Josh HAWKINSON）
生年月日：1995年6月23日

身長：208cm
所属：サンロッカーズ渋谷

テーブス 海（Kai TOEWS）
生年月日：1998年9月17日

身長：188cm
所属：アルバルク東京

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

富永 啓生（Keisei TOMINAGA）
生年月日：2001年2月1日

身長：188cm
所属：ネブラスカ大学

井上 宗一郎（Soichiro INOUE）
生年月日：1999年5月7日

身長：201cm
所属：越谷アルファーズ

西田 優大（Yudai NISHIDA）
生年月日：1999年3月13日

身長：190cm
所属：シーホース三河

原 修太（Shuta HARA）
生年月日：1993年 12月17日

身長：187cm
所属：千葉ジェッツ

吉井 裕鷹（Hirotaka YOSHII）
生年月日：1998年6月4日

身長：196cm
所属：アルバルク東京

金近 廉（Ren KANECHIKA）
生年月日：2003年3月1 1日

身長：196cm
所属：千葉ジェッツ

河村 勇輝（Yuki KAWAMURA）
生年月日：2001年5月2日

身長：172cm
所属：横浜ビー・コルセアーズ

川真田 絋也（Koya KAWAMATA）
生年月日：1998年6月16日

身長：204cm
所属：滋賀レイクス

須田 侑太郎（Yutaro SUDA）
生年月日：1992年 1月3日

身長：190cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

渡邉 飛勇（Hugh WATANABE,）
生年月日：1998年 12月23日 

身長：207cm 
所属：琉球ゴールデンキングス

ジェイコブス 晶（Akira JACOBS）
生年月日：2004年4月13日

身長：203cm
所属：NBAグローバルアカデミー

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：195cm

永吉 佑也（Yuya NAGAYOSHI）
生年月日：1991年7月14日

身長：198cm
所属：サンロッカーズ渋谷

アソシエイトヘッドコーチ
コーリー・ゲインズ（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
清水 良規（Yoshinori SHIMIZU）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

アシスタントコーチ
佐々 宜央（Norio SASSA）
宇都宮ブレックス

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートスタッフ
大木 瀬音（Seoto OKI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
池田 祐輔（Yuho IKEDA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

トム・ホーバス（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

CAP

（2023年2月28日現在）

FIBAランキング
（全体／アジア・オセアニア内）

36位/6位











CHINESE TAIPEI チャイニーズ・タイペイ代表
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Mohammad Al Bachir GADIAGA
生年月日：1998年4月27日

身長：189cm

Po Hsun CHOU
生年月日：1991年3月6日

身長：197cm

Chi Wei LEE
生年月日：1993年4月8日

身長：192cm

Cheng LIU
生年月日：1990年 1 1月24日

身長：192cm

Hsiang Chun TSENG
生年月日：1998年8月8日

身長：205cm

Hao Chi WANG
生年月日：1989年9月22日

身長：195cm

Kuei Yu CHOU
生年月日：1998年7月19日

身長：192cm

Te Wei LEE
生年月日：1991年 10月15日

身長：202cm

Ya Hsuan HSIEH
生年月日：1998年 10月30日

身長：187cm

William Joseph ARTINO
生年月日：1992年6月27日

身長：21 1cm

Kuan Chuan CHEN
生年月日：1993年 12月30日

身長：195cm

Chun Hsiang LU
生年月日：1997年7月15日

身長：190cm

Coach
Che Yi YANG

Coach
Kuo Wei CHEN

Strength Coach
Guan Wei HUNG

Trainer
Chung Hao WU

Vice President
Li Tsung CHEN

Secretary General
Yun Hsiang LEE

General Secretary
Chih Chun WANG

STAFF

（2023年2月27日現在）

FIBAランキング
（全体／アジア・オセアニア内）

69位/12位

Mao Sen SANG

HEAD COACH





チケット /大会情報はこちら▶






